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論文要旨

極めて急速に高齢化が進展している中で､高齢者の保健医療福祉サービスを考える時に、高

齢者の健康づくりは身体的な疾患や身体諸機能の低下をできるだけ防ぐことのみならず、社

会的、心理的、スピリチュアルな側面からの総合アプローチが有用であり、スピリチュアリ

ティは な生活をする高齢者の比率を高めることができるといわれている。日Successful aging
本ではスピリチュアリティの概念が不明瞭のまま使われており、高齢者を対象としたスピリ

チュアリティに関する研究も少ないのが現状である。

は、スピリチュアリテ１．第Ⅰ章「現在のスピリチュアリティ研究をめぐる到達点と課題」

WHOィの概念の変遷と多様性について整理した 研究の内容を日本と海外に分けて さらに。 、 、

（ ）を海外から独立させて検討した。そのまとめは以下のとおりでWorld Health Organization
ある。

①スピリチュアリティと の関係QOL
スピリチュアリティはホスピス活動の中で誕生した の概念の発展の中で発展してきQOL

た。第１期の 年頃までは は疼痛緩和などの身体症状を主とする身体領域が構成概1980 QOL
念であった。第２期は の構成概念は修正され、身体機能、心理的安定、社会関係を含QOL
む領域が の構成概念とされるようになった。第３期の 年以降になってスピリチュQOL 1995
アリティや人間存在の領域が の第４領域として加えられる動きが出てきた。QOL

②スピリチュアリティの概念と構造

緩和ケア等における事例的研究が多くみられ、概念が曖昧のまま研究がなされている場合

が多い。今後の研究では概念とその構造を明らかにすることが必要とされる。

③スピリチュアリティ研究の到達点を次のようにまとめた。

人間の全体論（ )的な理解が前提。 人間の生き方の根元に関わり、人の内面的なA. holistic B.
C. D.本質に関連する。 潜在的にすべての人々に存在し、危機に直面したときに顕在化する。

自己と他者、自然、超越者との相互を結ぶものである。 スピリチュアリティは宗教性を包E.
含するが宗教性より広い概念である。

④スピリチュアリティは個人の文化的・歴史的・宗教的影響を強く受ける。

⑤スピリチュアリティの訳語の課題がある。

の課題として、健康人のスピリチュアリティの研究は少⑥スピリチュアリティ研究の対象

なく、高齢者を対象としたスピリチュアリティの概念研究は始まったばかりである。

は研究目的を述べ、本研究の果たす役割を展望した。また前章２．第Ⅱ章「本研究の目的」

の先行研究による高齢者のスピリチュアリティ概念の検討を行い、研究の基本となる概念を

定めた。その内容は以下のとおりである。

本研究の目的

本研究は日本の高齢者のスピリチュアリティの概念と構造を明らかにし、スピリチュアリ

。 、 、 ）ティの評定尺度の作成を試みる そのために 地域で生活する高齢者を研究対象として １

スピリチュアリティの構成概念を質的研究により明らかにし、その結果に基づき、２）高齢
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者のスピリチュアリティの評定方法を量的研究により検討することである。

本研究の意義

抽象的なスピリチュアリティを広範囲に捉えて評定できるツールを作成することは困難で

あるが、スピリチュアリティの概念を明らかにして、量的に把握し、統計的処理を行うこと

により、実際の活用を図ることは可能であろうと考える。高齢者のスピリチュアルな側面に

対してケアする時に、ツールを用いてケアを展開でき、実践の評価も可能になれば、新たな

展開が期待できるであろう。高齢者のスピリチュアリティのセルフケア支援プログラムの開

発と評価も将来可能になると考えられる。

研究の基本となる概念

前章の先行研究による高齢者のスピリチュアリティ概念の検討から、高齢者がスピリチュ

アリティを表出するであろう関心の方向性に焦点をあて、 の 主張する３方向に着目しReed
た。これらの概念が日本の高齢者からも抽出されるかを検証した。

は高齢者の生きることに焦点を３．第Ⅲ章「高齢者のスピリチュアリティ概念の質的検討」

当て、スピリチュアリティに関する概念の構成要素とその構造を明らかにすることを主目的

として、調査研究を行い検討した。その内容は以下のとおりである。

研究目的

らはスピリチュアリティはその人にとっての究極的な意味や信念、価値を持って生Fowler
きる生き方であるとする。そこで高齢者は生きることをどのように考えているかを調べて、

その結果から高齢者のスピリチュアリティの概念について明らかにした。

研究方法

木下が提唱する修正版グランデッド・セオリー・アプローチ、 の手順に準じて質M-GTA
的研究による概念生成を行った。 大学の倫理委員会承諾後、研究目的と趣旨、プライバシK
ー保護などを対象者に口頭と書面で説明し、承諾を得た。地域で生活する高齢者を調査対象

A B 16 6者として、都内 区及び 区の老人福祉センターを利用する 名に調査を行った。男性

名、女性 名である。年齢は 歳から 歳で平均年齢は 歳であった。10 74 95 82.3
研究結果

分析テーマに基づき､最終的に の概念を生成した。23
コア概念は「生かされて生きている自分の存在の確認」とした。コア概念を構成する「乗り

越えてきた道のり 「人との絆 「目に見えない力 「生きている限り 「自分の心に向かう」」 」 」 」

の５コアカテゴリーが生成された。

考察

生成された構成概念を既存のスピリチュアリティ概念と比較検討することで､本研究の構成

概念の特徴を明らかにした。生成されたの概念は危機的状況に直面して、乗り越えてきた道

のりの再確認と、自分の置かれた状況を確認し適応しつつ毎日の生活を継続して、自分自身

のこれからの人生の受容と死へのへの考えを発展させる内容を持つ。地域で生活する高齢者

、 。の生きる意味の概念は 高齢者のスピリチュアリティ概念に近づくことできたと解釈できた

結論

高齢者の生きる意味の探求はその人が探求する自己の力を超えるもの，自己の心に向かう

もの，他者との関係の３方向が示された。高齢者は日々の生活の中で，統合を図ろうと自分
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らしく懸命に生きている存在であり，スピリチュアリティはその人の存在を支え、方向性を

示す。 のいう３方向の概念が確認された。さらに の概念には網羅されていない時Reed Reed
間的経過の概念が存在することが明確になった。

は高齢者のスピリチュアリティを４．第Ⅳ章「高齢者スピリチュアリティ概念の量的検討」

把握する評定尺度を検討した。その内容は以下のとおりである。

研究目的

地域で生活する高齢者のスピリチュアリティ概念として生成された５つの概念と既存のス

ピリチュアリティ尺度の検討を踏まえて､下位概念を位置づけ、スピリチュアリティの評定法

の一つである評定尺度の作成を検討した。

研究方法

①「日本の既存のスピリチュアリティ尺度を用いた事前調査」を行い､新たな評定尺度の検討

の必要性を確認した。

②構成概念は質的研究の結果から のスピリチュアリティを表出する３方向の概念に時Reed
間軸を追加した高齢者スピリチュアリティ３次元５方向モデルを構築した。

③尺度質問項目原案作成はインタビューによる高齢者の「生きる意味の探求」で、語られた

キーワードを中心に先行研究からキーワードを追加した。

④ 大学の倫理委員会の承諾を得て、対象の倫理的配慮を充分行った。K
⑤ スピリチュアリティに関する質問項目の選定 では、都内 区の老人福祉センターのイ「 」 C
ベントに参加した高齢者 人にアンケート調査を行い、項目選定して 項目による暫定尺64 29
度とした。

A 310⑥ 評定尺度作成調査と信頼性と妥当性の検討 では都内 区の老人福祉センター利用者「 」

人にアンケート調査を実施した。 の質問項目の回答は５件法とした。29
⑦統計解析では高齢者スピリチュアリティ尺度（ 項目）の因子モデルとして､第１次因子16
を「乗り越えてきた道のり 「人との絆 「自分を超える力 「自分の心に向かう 「生きてい」 」 」 」

る限り」の５因子、第２次因子を「スピリチュアリティ」とした５因子２次因子モデルを仮

定し､そのモデルのデータへの適合度を確認的因子分析により検討した。

⑧スピリチュアリティ尺度と多少とも類似する３つの尺度 「精神的自立性尺度 「短縮版、 」

「生活満足度尺度 」との関連の検討を行った。GDS K」

⑨尺度の信頼性については のα係数により内的整合性を検討した。Cronbach
研究結果

①基本属性

76 24.5 231 74.5 65 98対象者の性別は男性 名( ％）､女性 名( ％）であった。年齢は 歳から

77.8 4.1 128 41.3 88歳の範囲で平均 歳(標準偏差 )であった。家族構成は独居 名( ％)､夫婦のみ

名( ％)､本人(夫婦)と単身の子ども 名( ％)､本人(夫婦)と子供世帯 名( ％)で28.4 43 13.9 29 9.4
75.2あった 主観的健康感については 非常に健康 と どちらかというと健康 をあわせると､。 「 」「 」

11.79％の者が自分の健康状態を健康と認識している。老研式活動能力指標の結果は 平均値

(± )で、範囲 ～ 点に分布していた。1.8 2 13

、「 」「 」「 」「 」②確認的因子分析の結果 生きてきた道のり 人との絆 自分を超える力 心に向かう

「生きている限り」の５つの下位概念を第１次因子 「スピリチュアリティ」を第２次因子と、
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。（ 、 、する 項目からなる５因子２次因子モデルが構築された χ ／ ＝ ＝16 df 2.471 CFI 0.9512

＝ ）尺度の構成概念妥当性は支持された。また尺度の信頼性についてはRMSEA 0.061、
のα係数により尺度全体では ､下位尺度では ～ で、内的整合性は確保Cronbach 0.91 0.67 0.83

されていた。充分な信頼性を持つ尺度が得られた。

項目を高齢者スピリチュアリティ評定尺度（ － ）とし16 Spirituality Scale for the Elderly SSE
た。

構成概念妥当性の検討は以下のとおりである。

第１因子「乗り越えてきた道のり」

高齢者は多くの出来事､人生の節目を乗り越えて来たことの意味づけをしながら生きている

ことがわかる。現在の高齢者は戦争、敗戦、そして経済の発展、価値観の変化など未曾有の

体験をした。人生を振り返り、それを他者に語ることは過去を想起することだけではなく、

過去を評価する過程であり、意味を生成する過程である。構成概念として妥当な概念である

といえる。

第２因子「人との絆」

家族や友人、社会との調和、愛し愛されたい、ゆるしゆるされたいというニーズが存在す

る。人生のあらゆる場面で「人の絆」の必要性に遭遇する。高齢者は人生の節目で出合った

他者の存在を確認しながら自己の存在確認をしている。家族を含めて今まで出会った多くの

他者、またはこれから出会う他者を含む概念を測定する尺度であり、構成概念として妥当で

あるといえる。

第３因子「目に見えない力」

日本人は特定の宗教を持つものは少ないが、盆や正月などには神棚を拝んだりする宗教の

あり方を持つことから、日常生活に溶け込んだ神や子孫との結びつき、大自然を含んだ自分

を超える大きな力を認識することを測定する尺度は構成概念として妥当であるといえる。

第４因子「自分の心に向かう」

スピリチュアリティは個人の内面的な営みであり､自らの内面と向き合って､自分なりの道

を歩いて行き、この因子の対極には自己を超える力が存在する。自己への関心の極であり、

自己の人生の受容であると考える。構成概念として妥当であるといえる。

第５因子「生きている限り」

価値の継続、死への受容、死への準備の内容を持つ。第１因子の延長線上にこれからの人

生への展望がある。生きてきた歴史のバランスが保たれていることにより、自己実現や自ら

の死を受容し、人生をよかったと思うことが出来る。構成概念として妥当であるといえる。

③本尺度と「精神的自立性尺度 「短縮版 「生活満足度尺度 」の相関関係を検討し」、 」、GDS K
たところ、相関は低く､スピリチュアリティ尺度の独自性が示唆された。

考察

項目精選の過程、構成概念妥当性の検討、信頼性の検討、他の尺度との関連について考察

した。

結論

共分散構造分析を用いて概念の適合度を確認し 「スピリチュアリティ」という２次潜在変、

数と「乗り越えてきた道のり 「人との絆 「自分を超える力 「自分の心に向かう 「生きて」 」 」 」

いる限り」の５つの１次潜在変数から構成される統計学的に許容水準を満たす５因子２次因
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子モデルが確認された。構成概念妥当性と信頼性を有していることが確認された。

他の尺度との関連の検討では、スピリチュアリティ概念の独自性が示唆された。

、５ 第Ⅴ章 統合的考察． 「 」は高齢者のスピリチュアリティの研究の質的・量的検討を通して

全体的な考察を行った。その内容は次のとおりである。

①高齢者スピリチュアリティ評定尺度の検討の意義

スピリチュアリティのような比較的に新しい分野で、概念が一定でない事柄の場合、庶民

レベルからの素人理論の積み上は上からの理論との弁証法的な関わりにより、幅広い共通し

た理解が得られると考えらる。スピリチュアリティ概念生成の質的研究のインタビュー内容

を基に、先行研究を確認しながら検討した評定尺度は日本人の高齢者の実態を反映したもの

となったといえよう 「乗り越えてきた道のり 「人との絆 「目に見えない力 「自分の心に。 」 」 」

向かう 「生きてる限り」の５因子から成り立ち、スピリチュアリティを５因子総得点で求め」

ることが可能である。質問項目は５因子 項目で簡便に評価できるので地域で生活する高齢16
者に実際に用いて、その実用性の検証が必要となろう。

らの提言する高齢者の信念と価値、コミュニティー、 に焦点合わCrowther successful aging
せた日本の実情にあったスピリチュアルケアが必要とされる。スピリチュアルケアはケア提

供者とケアを受ける者と双方向のヒューマンケアの関係が成り立ち、アンケートによる量的

な把握と同時にアンケート時の高齢者の表情や態度等を把握することが可能であれば、その

人の持つスリチュアリティの有り様により近づくことができるのではないかと考える。ただ

単に尺度の値の高・低の判定ではなく、なぜその値がでたのか、高齢者の関心の有り様はど

こにるのかなどを考察することが同時に求められる。さらにケア提供者はスピリチュアルニ

ーズに呼応するためには豊かな感受性が求められ、自分自身のスピリチュアリティを見める

ことも必要になると考えられる。

②スピリチュアリティと を中心とした考察QOL
本研究のスピリチュアリティ概念と 尺度の下位概念を検討することで、 との関QOL QOL

連を考える手がかりとした。 の主観的幸福感の概念整理に基づき検討した。 の概Geoge QOL
念に重なる部分もあるが 「自己に向かう」概念と「目に見えない力」概念は の概念と、 QOL
は別に存在するのではないと考察でき､ 尺度と同じものではなさそうに思われた。QOL

③高齢者のスピルチュアルケア

、生きることの本質から発せられるスピリチュアルペインを他者がケアすることは難しいが

スリチュアリティを「支える」ことが必要となろう。スピルチュアルな実践は人の認知に影

響を与え、その後の健康の実践と結果に影響を与えることを考えると、高齢者保健医療動向

の中で、セルフケアの視点が重要になると考えられる。高齢者の自主性を尊重したスピリチ

ュアルアのための地域の中の連携システムがあげられる。

④研究の今後の展開

ケアの場で尺度を利用する実践的研究の累積1.
高齢者と家族またはケア提供者の対の研究を含んだ調査2.
スピリチュアリティの日本語表記の検討3.
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